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90代 女性 膵頭部がん,左脛骨近位部転移性腫瘍 五
女夫婦と同居.【倫理的配慮】 遺族に電話にて発表の
主旨を話し,承諾を得た.【経 過】 左脛骨近位部腫瘍
の精査目的で入院したA氏は,「助けてください」「殺し
てください」など大声を出し,時々興奮する姿がみられ
るようになっていった.病棟看護師は,その状況が入院
による環境の変化,床上安静によるストレスに加え,左
下肢痛の影響が要因となっているのではないかと考え
た.そのため,緩和ケアチームへ依頼し,疼痛マネジメン
トを協働して行なっていくこととした.緩和医療に不慣
れであった病棟看護師は,緩和ケアチームにオピオイド
の副作用やレスキュードーズの使用方法などについて助
言を得ながら薬物療法を実施した.また痛みの状況をモ
ニタリングしたところ,体性痛であることが予測された
ためレスキューを予防的に実施し,疼痛緩和を図った.
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